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抽象作用と装飾性
東 政 美
は じ め に
昨年(1965)6月の12日頃で あったか、お りか ら雨 の中 を、第17回INSEA
に出席の序 に、 日本 各地 を視察 中の、 アイオ ワ大学 フラ ンク ・ワ コー ヤ ッ
ク教授 が 、ひ ょっこ り前触 れ もな く、 わた く した ちの美術教室 を訪 れ、施設
等 をみて廻 った。 そ して、 わた くしの研究室 へ足 を踏 入れ た途端 、開ロー番
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"おお、バ ウハ ウス"と 米人特有の剽軽 なゼスチ ュア を交 えて言 った。
ちょ うど、学 生の実習 作品 を壁面 に掲示 して あったの で、同教授 の 目につ
いた わけであ る。
バ ウハ ウスが、革 命的 な造形 教育 を展 開 し、 全世 界 に衝動 を与 えて か ら、
すで に50有余年、 いま さ らバ ウハ ウスで もないであろ うと、陳腐 に感 じ乍 ら
も、米 人教授 に指摘 された よ うな、その影響 か ら一 歩 も抜 けだせ ず にい るの
を、残念 と も、 も どか しいとも思 うの であ る。
こんにち、造形 教育 が盛 大 にな るにつれて、 その 目的 や意義 ・方法論 とい
った ものの確 立 が、強 力 に推 進 されっ っあ る現状 は、 まこ とによろこば しい
ことである。た だ、い まも告 白 したよ うに、造形教 育 、こ とにデザ イ ン教 育
にお いて は、基礎 課程 と して依然 バウハ ウス システ ムか ら、脱却 で きな いで
いるのが 、大 方 、一般 の実情 で、また、それ だけバ ウハ ウスの偉大 さを証 明
す るわけで もあろ う。
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グロ ピウス(WalterGropius)等の 偉業 に比 肩 し得 べ くもないけれ ども、
僅 か なが らも、独 自の道 を開拓すべ く、わた く しも努 力 を怠 らぬつ もりであ
るが、 もと よ り、旦 夕 に成果 をみ るよ うな容 易 な仕 事 では な く、その うえ自
らの制作 を通 して思 考す る迂 遠 さなので、研究 は遅 々 と して進 まない。
諸 先輩 の御 教導 を得 ることがで きれば、望 外の しあわせ と思 い、現 在、考
えて いるこ とや、実施 中の ことを率直 に述べ てみ る次 第で あ る。
基礎 デザ イ ン課程 での一つ の問題点
基礎 デザ イ ン課程 にお いて、従 来か ら、 しば しば実 習に課 され るもの に、
形 成練 習 があ る。形成練 習 と、構 成練習 との相異 は 、点 ・線 ・面 とい った抽
象 的 な要素 を造形 原理 に従 って、組 立て ること を構 成 とい い、 自然現象 ・人
工物 等 をモ テ ィー フと して、様式化す ること を形 成 とい 一、て両者区別 を して
い る。 しか し、場 合 に よって は、広 く構成 を も含め て形 成 といってい るよ う
であ る。
④ 学生 の形 成練 習作 品
夏 み かん をモ テ ィー フと した 。
⑧ 学'生の形 成 練 習作 品
夏 み か ん をモ テ ィー フと した 。
形 成練 習の もつ意義 は、 それが、た だ単 にPatternをつ くることにあ るの
ではな くて、 もちろん 、その ことをも含めて、対 象の観察 を通 して、独 自の
世 界 をつ くりだす創作の眼 を培 うことを目的 とす るところ にある。往 々に し
て、 デザ イ ンの技 法習,,r.rのため と解釈 され るこ とが あ るが、 これ は誤 りであ
ろ う。
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形 成 の過程 は、モテ ィー フの分析 に出発 し、抽象 ・形成 と経 過す る。この
構 造 は、断 続的 に あるので はな く、 それ ぞれ が有機 的 に作 用す ることは もち
ろんで あ るけれ ども、人 によっては、必ず しも、形 成全般 を通 し、平均 して
能 力 を発揮 す るとは限 らない。
直観 的 に、対象 の特質 を洞察 して、適確 に表現 す る、 その例 と してあ るい
は適 当 でな いか も しれ ないが、 かのス タインベ ル グ(SaulSteinberg)の簡
潔 で鋭 い表現 は、 わた くしの常 に敬服 す るところで、一見無 造作 な描線 や形
の うちに、豊 かな感性 が感 じられ る。何 でもない ようで、 実際 には、 なか な
か容易 なこ とでは ない。
◎ ス タ イ ンベ ル グ ァイ デ ァ誌23号
か ら。
以下 、やや煩 雑 なが ら、形 成の過
程 を順 を追 って考察 してみ よ う。
対象 を観察 す ると いうことは、次
の展 開へ のス テ ップ となるの であ る
か ら、可能 なだけの注 意力 を集 中 し
なけれ ばな らないが、そのた めには、
観察 に適応 す る周到 な準 備、例 えば、
対象物、観察 方法 、材料、用具 等の
配慮 がな され、観察 の 目的 を明確 に
提 示 して理解 させ 、偏 見 を排 して、
客観 的 に観察 す る態度 を要求す ると
いったこ とが考 え られ るで あろ う。
この よ うな知 覚 の修練 は、 あるいは、知識 的吸収態 度 と もと られ るが、 わ
れ われが、熟知 してい ると思 い こんでい る対 象 に、意 外 な未知 の世界 が在 り、
自然 の造形 秩序 の神秘 に驚 き、予期 しないリズムの美 を発 見す るな ど、感 性
をゆ さぶ るこ とが大 きい。ただ、留意 しなけれ ばな らないのは、 よ り客観 的
観察 を要求す るあま り、知 的に走 りす ぎて、 その こ とが、 次の抽象過程 で逆
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作用 し、困難 を来 たす ことが あることで ある一。 一
さて 、観察 の結果 を濾過 し、捨象 し、純化 して い くわけであ るが、よ く料
理 に例 えられ るよ うに、モテ ィー フ(材 料)を 、 いか なる態度 と方 向で もっ
、て処 理 して い くか、甚 だ興 味の あ る段 階 にさ しかか る。一般 的にい えること
は、観察 の時 点 で、衝動 が大 きい程 、抽 象過程 は容 易 であ る。要す るに、対
象の本質的特徴 を適確 に把握 してい るこ とが、形成 の成否 を左右 す るといえ
るで あろ う。
また、 この段 階 が最 も困苦 を伴 い、長期 間内部的 に醗 酵す るの をまた なけ
れば な らない。他 に類例 を求 め、 自らもまた試行錯 誤 を繰返 すので ある。経
験上 い えることは、内部 的 なイメー ジを、 やは り視覚 を通す ことので きる、
何 らかの具体 的 な形 と して表現 しっっ 、煮 つめて い くことが必要で ある。
イメー ジの赴 くままに触 発的 に、形 を展 開す るの もよい し、あ る一定 の プ
ランの もとに、 そのバ リェー シ ョンを求 めて い くの もよいであろ う。 しか し
なが ら、 どの よ うな方途 を選 んで も、結局 は、装飾 性 の豊 かな形 成 とな らな/
ければ な らない。 なぜ な らば、前 に も触 れた よ うに、形 成 の練習 は、対 象 に
美 を発 見す るとと もに、 自 らもまた、新 しい美 を創造 しなければな らない。
装飾性 とは、個 々の要素 に秩 序 を与 え、美 的快 感 を起 させ よ うとす る営 みで
あ る。故 に、形 成の 中核 は、装飾 性の涵 養に あるとい って も過言 ではな い。
あ る一 つ の形 象 か ら、連 想的 にっ ぎつ ぎに イメー ジが湧 出 し、変貌 をとげて
い き、ひ いては装飾性へ つ なが る豊 かな想像 力、 これ は、造形一般 に関す る
容易 な らざる問題 で もあ り、基礎 デザ イ ン課程 での一 つの重要 な問題 と考 え
る もので あ る。
最終 的 な形 成 の過程 は、イメー ジの定着 と しての 、多分 にテクニ ック上 の
問題 と なるの で、 ここでは多 く触 れ る必要 はな く、一般 的 には、 そのイメー
ジに相応 しい表現 手段 がと られ なけれ ばな らな いで あろ うとい う、極 めて常
識的 な ことにと どめてお きたい。
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以上 、 デザ イ ン教育 の基礎課程 において、形 成練習 を課す意義 、 目的、 そ
の過程 や 問題 点 について若干 の考察 を試 みたが、 中で も形 成過程 での装飾 性
につ いて 、 さ らに焦 点 を しぼって、造形 上の分析 を試 みてみ たい。
抽 象作用 と装飾 性
おこ とわ り
これか ら述 べ よ うとす るこ とは、 わた くしの制作上 の経 験 を もとに して い
るのみ であ って、 なん らの文献上 の根拠 を有 しない。 したが って、大変独断
的で あ ること を予 あ ご諒承 願 いたい。
要 旨は、抽 象の過程 で、例 えば抽象作用 の渋 滞等 の原因や契機 で、 その作
用 とは ま るで逆 な形 成の仂 きが起 るこ とが あ り(1)、ま た、抽 象作用が極 限 に
達 した後 、例 えば、空 白 を充槇 しよ うとす る営 みが生ず る こと② 、 これ らは
いずれ も、装飾性 の しか らしある もの と考 え る、 とい うこ とになろ うか。
装飾性 が、造形 上重要 な価値 を有す ることは疑 う余地 は ないが、基礎 デザ
イ ン課程 で、その こ とを取 り上げ る理 論的根拠 と して、さ らに方法上 の示 唆 を
得 る苦 肉の策 と して、(1)・② は それ相 当の意義 が ある と自認 す るものであ る。
そ こで、 まず装飾性 にっいて、 しば らく、考 えてみた いと思 う。
装飾性 につ いて
現 代 デザ イ ンにお ける装飾 の意義 は、 かって、一部 の人 に誤 られ たよ うに、
デザ イ ンを図案 的、な いしは その延長 と しての、装飾 と して うけと られて いた
ことか らす る と、 こんに ち、 もはや その よ うな誤 った観 念 を抱 いてい る者 は
いないで あろ う。
しか しなが ら、現代 デザ インの実体 が、正確 に把握 され 、一般 に充分 に認
識 されて い るとは 、これまたい い難 い。それ と同様 、装 飾 もまた、デザ イ ンと
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似 た よ うなめ や りあわせ に なって いるよ うに思 われ る。
デザ イ ン即 装飾decorationの概 念は、歴史 的 な経緯 はあ るに しろ、こん に
ち、 問題 にはな らず、現代 デザ イ ンにお ける装飾 とは 、無装飾 の美 と さえい
われ るよ うに、材 料 ・構 造 ・機能 の もつ必然 的 な性 格 を極度 に発 揮 した機能
美 で ある との考 えが一 般的で ある。
以 上、現代 デザ イ ンの概 念か らは、19世紀 的 な装飾 とい う語 は消滅 した と
判断 して さしっ か えな いよ うで ある。
けれ ど も、 なお、装飾 には、Ornamentalのよ うに、Decorationが、虚飾
で飾 りた てる といった 、芳 しか らざる意味 の いろあい を有す るの に反 して、
この方 は依 然命脈 を保つ と思 われ る。 それの み か、 デザ インの必然的 な要求
か ら生 ず るところの、真の装飾性 は、 こんご、一 層重要視 されて い くに違 い
ない。
お よそ、造形 上 にお ける装飾 性の 問題 は、 デザ インに限 らず、絵 画 におい
て も、表現 上 の重 要 な要素 と して、単 に装飾 を目的 と したdecorativeartに限
定 され るこ とな く、例 えば ゴー ガ ンの絵 の音楽 的装飾性 や、ク リム ト(Gustav
Klimt)の華 麗 な画面は 、彼 の表現性 と一体 をなす もので あ り、装飾性 を抜 い
て は、彼 らの芸術 は成立 しない。
さ らには、現代絵 画の グラフ ィック化傾向 と、装飾 性 の問題 はよ く指撞 さ
れ ると ころであ り・作家 におけ る問題意識 の明確 な主 張 と、前 向 きで、 ビュ
ーマニス テ ィック な人格 的調和の上 に立 脚 した、装飾 性 は、 こんこも絵画表
現上 、強 く要求 されて い くで あろ う。
デザ イ ン、殊 に工芸上 の装飾1生は、論 ず るまで もな く、造形加工 され るそ
の実体 の中 に、す でに美意識 が包含 され てい るの であ り、機能(用)と 装飾
(美)と の比重 に、 相違 があ って も、いずれ が欠 けて も成立 しない。
現実 に在 る物質 を用 いて作 られ る工芸 は、 また、 われ われの 目で見 ては じめ
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て確 め られ るもので あ り、有用 と無 用 とを問わず、外 界へ の適応条件 と、作
者の 内面 的、精神 的欲 求への満足 が、同時 に果 され なければ な らない ものだ
か らであ る。
それ であ るか ら、 その工芸品 に、パ ター ンの よ うな飾 りがな くて も、 それ
自体 に、色 ・形 と機能上 にお いて、視覚的 に十分満足 すべ きものを具備 して
おれ ば、装飾性 は果 された とみ るので あ る。
装飾性 には また、Ornamentのよ うに、飾 りっ け ること全般 ではな く、個
々の飾 りのモ テ ィー フ、 あ るいは、形 式 につ いての概 念 が ある。 その もっと
も基本 的 なパ ター ンを挙 げると、(1)、幾 何学的 オーナ メ ン ト(2)、自然物の
形 体 をモ テ ィー フ と した もの(3)、人工物 か らのオーナ メ ン トに分 け ること
がで きるで あろ う。
すべての装飾 は、幾何 学的様式 を もっては じまった に相違 ない とい う、 ヴ
オリンゲ ルの 指摘 をもつ まで もな く、自然物 や人工物 をモ テ ィー フ と したパ
ター ンで あって も、本 質的 には、反写実 的な抽 象の指 向 に貫 ぬかれて い るの
が普通 で あ る。
工 業デザ イ ンの よ うに、機能美 の先端 を行 くデザ イ ンで あって も、部 分的
には、なお、 い く らかのパ ター ンが精彩 を放 ち、 ともす れば、冷 やや か な、
余 りに も合理 的 で、計算 しつ くされた機 能美 を救 って い る。
オーナ メ ン トの様式 は、 その時代 の反映で あ るこ とは、い うまで も ないが、
近 頃一部 に中世へ の郷愁 といったこ とが いわれ た り、 わた く し自身 も、先年
大企 業の デザ イ ン研究所 で、 ロココ風 なオーナ メ ン ト デザ イナーの要求 を
聞か された りしてみ ると、現代 デザ イ ン上 の装飾性 につ いて、改 めて 考 えさ
せ られて いるので ある。
装飾 ない しは装飾 性 につ いて、以上やや冗舌 を費や した感 があ るが 、なお、
いま～ つの装飾 の意図 は、装飾古墳 等 にみ られ るよ うな、装飾 自体 に呪的 な
目的 を有す る場 合で ある。 しか しこの ことは この際余 り関係 がないの で、割
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愛 し次の機 会 にゆず りたい。
本 文
第1の 問題 、つ ま り、抽 象の過程 にお ける装飾性 を考察 す るに際 し、幅 を
もった実体 的 な線 を素 材 と して用 い ることにす る。 いわゆ る幾 何学上で い う
ところの厳密 な線 のこ とでは ない。
⑪ 飛跡写真の影響かと思われる作品の
例。アイデァ誌22号から。
⑪ 上左 クル トウェイス 中右 ガゲ
リステン 中左 ベン・シャーン
ァィデァ誌22号 から。
普通 、 われわれが平面上 にっ く り
馬
だす こ との可能 な線 は、一定不変 の
幅 と、規格 に沿 った製図的線 か ら、
圧 力に よって 自在 に変化 をみせ るペ
ンや毛筆 等 の線 、特殊 な場 合と して
は、 木版 やエ ッチ ング等 によ る印刷 され た線 、木工 に使 用 す る墨 さしや墨 っ
ぼ によ る線 等 があ り、参考 までに調べた あ るデザ イ ン技 法 ブ ックには、十数
種類 の範例 が挙 げて あった。線 をつ くりだす手段 や 、材料の違 いによ って、
それ ぞれ異 った様相 を呈す るのは いうまで もな いが 、作家 自身 でも、自らの表
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現意 図 に応 じて・さま ざまな線 をつ くりだ して きた.モル ラ・(HansM。11er)
とべ ン ・シャー ン(BenShahn)の線 とは、明 らかな本質的 な相違 をみせ 、
また、絵画 は他 の ジャ ンル、例 えば 、原子科学 の研 究 の実験 と して、撮 影 され
る飛跡 写真の線 と酷似 した線 が とびだ した り、Splashとか、Calligvaphの技
法 をと り入 れ・また グラフ ィ・ク デザ ィ ンとも、相互 に影響 を与 えて いる。
以 上、概 観 した だけでも、線 の様 相 は多様 であ る。 しか し、 いずれ に して
も、線 は流動 性 をもっ運動 体 であ り、 したが って、空 間的存 在で ある と同時
に、時 間的 な実体 で もあ る。
そ して さ らに また、線 は、それ ぞれの方向 と速度 と を有す る。 この、運 動
に伴 う速度 と、線 を定着 させ る平面体 の材質、油 性、水溶性 その他 の着色材 料
の性質・醵 平面体に慰 る部分の硬軟・運動に加えられる圧力が微妙に影
響 しあ って線 覿 が な'ざれ るので、、この点 くどい よ うであ るが、 。の 論 を進
め る上 のキー ・tイ ン トになるため念 をお して お くわ けであ る。
表現媒 体 をいかにす るか、紙 に毛筆 を用 い るか、板 に墨 さ しを用 い るかの
選択 は、無論 作者が決定す るこ とで はあ るけれ ども、殊 に線 をっ くる際 の速
度 と圧 力が、 その表現 に決定的 な仂 きを し、 そ してまた、 それ を左右す るの
は、 当人の精 神的 な状 態 ・起伏 によ るのであ る。
この事実 を、最 も端 的 に証 明す るのが書 であろ う。書 は、他の造形 表現 の
場 合 と比較 して、極 めて即 興的 であ り、一気呵 成 に短時 間 の うちに、精神 力
を燃焼 させ る・ ここには・い ささかの渋滞 や逡巡 は許 され ない し、勿 論、修
正や や り直 し等思 いもよ らない。 それ だけに、 その運 筆 の時 々刻 々の 内面的
起伏 が 、赤裸 々に表出 され るの であ る。
書 の場合 は、以上の よ うに瞬 間的 に事 の成 否が決せ られ るので、比 較的 問
題 は簡単 で あ るが、描 画の場合 は、 それ ほど単純 では ない。一本 の線 が現 れ
ては、次 の機 会 には消 え、時 にはた どた ど しく、 あ るお りには流麗 に表現 さ
れ ることは、 われ われの 、 しば しば経 験 す るところで ある。
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なに気 な く描 かれた一 本の線 に、作家 の満腔 の意志 が潜 め られ るまで には、
それ相 当の模 索 が介 在す るで あろ うこ とは、推 察 に難 くないが 、いっ も順 調
な線 ばか りが描 かれ るとは限 らず 、あ る時 は、制作上 の難 問 に遭遇 し、運動
が渋 滞 し、方向 を見失 い低 迷状 態 を続 け るこ とが ある。 ここにおいて、意 味
不明 な線 の断続 ・形 をな さない形 といった方 が適 切 な錯画現 象が起 る。 この
現象が 、や がて は形 成へ と発展 し、画面 の重 要 な構 成 要素 となるの を経験 す る。
単調 な線 よ りも、変化 に富 んだ線 の方 によ り頻 繁 に現 れやす いよ うだ。 この
作用 にっ いて、いか なる説 明 を加 えた ら理解 して も らえ るか、わた くし自身 ま
だ充分 に解 明 しっ くしてい ないの である。 しか し、恐 らくは、 われ われ が本
能 的に もってい る、装飾 性 の仂 きでは ないか と見 当はっ けてい るものであ る。
最 も抽 象 化 され、象徴 化 され るべ く仂 いてい る線 に、突然 変異 的 に、 その
作用 とは矛盾 す る。複雑 化 ・装飾 化の現象 が発生す ることは、 まことに興 味
深 い ことで ある。
以上の こ とか ら、逆 にいえ るこ とは、装飾性 を帯 び る条 件の一 っ と して、
⑧ カ リグ ラフ ィッ クな線 を使 った イ ラ
ス トレー シ ョン試 作 。
⑥ ク レ タ島 ク ノ ノソ ス出土 の油 甕
み つゑ 誌737号か ら,
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⑪ 学 生 作 品 、この課 題 は、 最 初 任 意 な
単純 形 を画面 一杯 に か かせ 、 その 内
側 を、 間 隔約2mm-一一6mmの状 態 で線
で 充嗔 させ る。 別 に 装飾 性 を意
図 した わけ では な いが 、殆 ん どの作
品 に、 この よ うな さ ま ざま な形 が現
れ て興味 深 か った。
① 学 生 作 品。 この 図 は、⑪ と大 体 似 た
よ うな こ と で、 あ る形 の 内側 に 自由
に線 描 きす るもの で 、⑪ と違 う点 は 、
必 ず しも、 全部 の スペ ー ス に充 嗔 し
な くて よ い こ とで あ る。
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線 の速度感 の滅 殺 を挙 げなければな らないよ うに思 う.事 実 、か ナメ ン ト
の要 素 を形 の上 か ら検討 してみ ると、 その多 くは、曲線(渦 線 ・同心円 に代
表 され る)弧線 ・直線 では・方形 の網 状 滞 状 で構 成 されて いるよ うであ る
。
また、線 その もの も、前述 したカ リグラフ ィックな線 を用 いた多分 に装飾 的
な・例 えば・宇里逼 喜 良の イ ラス トレー シ 。ンに見 られ るよ うに、また ジェ
ロー ム ・スナ イ ダー(JeromeSnyder)の点線 によ るイラス トレー シ ョンの
よ うに、決 してス ピご ドをもった線 で あ るとは いえな い。'
第2の 問題 は、形態 の抽象過程 にお ける装飾性 にっ いてであ る。
形態 の抽 象化が進行 す ると・多 くは、 シルエ 。 ト的 にアウ トライ ンで象徴
され る傾向 があ る。人 の形 、動物 の形 とそれ ぞれ あ る一 つの型 が あるよ うで
あ るが、 その多 くは線 で象徴化 された形の内野 を、何 らかの形 や線 で埋 め よ
うとす る働 きを見 る・工芸 にお け る麺 の装飾 もその～?の 佞賭 えられ る
。
この工芸 の場 合 は、工芸 その もの の形 がすで に抽象 と考 えるわけで あ る
。
人間の 目(視 覚)は 、見 るものに意味づ け をす る動 きがあ り、空虚 な空 間
には理 由 もな く不安 を感 じる。 かって、あ る雑 誌上 で、真 白に塗 られた綺 麗
な壁 面 には・す く嚆 書 きされ るが、適 当に着色 し、装飾 を施 す と汚 され な、、
とい う報告 を・興味深 く読 んだこ とが あるが 、 その心理 と関連が あるよ うに
も思 練 る・だ か ら して・ その空虚 さにi何 らか臆 味づ け をすべ く、抽象
に よって生 じた空 間 の充槇 が なされ る。
この意味づ けが・結果 的には装飾 と・・われ ることに もな るの であろ う
。装
飾性 の根源 は案外 こん なととろに在 るので はないか と考 えた りもす る
。
要す るに・形態 の抽象化 が なされ たその形 の空虚 さを充愼 す る.別 の次 元
に発 した複雑化 の作用 が生 ず る。 この よ うな矛盾 した現象 は、全 く第1の 場
合 と同 じであ る。
このこ とか ら、 いま一 っの装飾性 を帯 び る条 件は 、空虚 な空 間の意昧 づ け
にあ るとい うこ とがで きるよ うで ある。
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